
























(I) '!:I 己を1闘えてJ の忠義と.；i•:w
スタンディッシュは＇ l'I己を超えて」の目的を、一つの探求という視点からi出i則している。 つはハイデガー
とウィトゲンシュタインの思想をより良〈朗自ュすることによって、別代の｜吐界が抱える，i/l'.］砲を捉えなおすこと。
そして二つ自は、；3,m と自己に｜目する z市問題の分析を通して、＂＇米の発肢を決定づける 'JJ!おである教ffの~11 ，：~n と
~践の~I!解をj'f.め、その l'i方向づけを行っていくことである（p. 2針。スタンディヅンユは本l日のiI 的が、これ

















































































えるものであるとして自立）？，~く論述している。 rwiみiJli さ J は＂~かな生と数百をもたらすために必'll＇な徳である
が、スタンディッシユは教訓がそれを身につけるべきだとは可及しない。ここでスタンディッシユが立ち止まる






















自できるのが、 r沈黙J の概念である。先に述べたように、「沈i.~J はばい表せないものへの気づきを伴う点で「悦
み深さ」と結びっくものであり、「受続的一応答的思考械式J を体現している。それは交換にl~J ざされたエコノミ

























































2009 ' 3 Fl2 El ひな人形づくり
子どもたち全日で、 j)[I) l＼でひな人形をつくる活動をする時rmになる。子どもたちは斗的にl＇日係なく 5

















































































































そのためには「自己の権能を越える山米•J＞が起こりうるJ というお滋をもつだけでは i 分ではない。，t',!,J誌はあく














































デリダ， .I(2r .18) r条刊なき大当勺月限社（西山Jtニ訳）
湖畔
本論文は、京都大学で2012＇＂に関税された集中論議「悶際教育研究フロンティア C」におけるロンドン大学教育研究
所教授ポール スタンディッシュ氏との議論、および、 2013'1＇にIJH!Uされた「中魅した大学院拠点形成シンポジウム」
に捺しての臨床教育学講座内での議論に者！lを得たものです。 l'l!［（な学びの機会をいただいたことに感謝し＝たします。
（やまもといっせい 京都大学大学院教育学研究科博士課程）
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